
１、こんな超異論を唱えるに至った理由

まず初めにお断りしておきます。

私播磨屋助次郎は「福島原発」を日本亡国へのスタートボタンにし
てはならないと、真実真剣に憂慮するものです。

それは、本件に対する過去三回の緊急警世メッセージを読んでもら
えば自明のはずです。

そんな私ゆえに、こんな驚天動地の超異論を唱えざるを得なくなっ
てしまったのです。

３・１１以来の、政府や東電あるいは学識畑の関係者たちの言行を
真剣に検証すればするほど、私の頭の中は疑問符だらけになるばか
りでした。

全てが余りにも稚拙過ぎる、日本はこんな愚かな国ではないはずだ
との焦燥感に、さいなまされ続けてきたのです。

そんな私の脳裏にこつ然と浮かんできたのが、標題の「謀略事件」
疑惑なのです。

考え過ぎだと一笑に付すのは簡単です。

しかし、頭から単なる「偶発事故」と断定してかかるのも、冷静な
学究的考察姿勢とは言えないのではないでしょうか。

とにかく、最後まで読み通してみてください。

２、事件性を疑う根拠

近年、日本の原発技術の発展は目覚ましく、今やその先進国のアメ
リカ・フランス・ロシアなどを脅かすほどになってきているのは、
ご存じの通りです。

これは、彼ら欧米原発先進諸国にとって、軍事と経済の両面から、
決して看過することができない重大問題であるはずなのです。

経済面での問題は、本メッセージのテーマとの直接的関連性が薄い
ので割愛します。

問題は、軍事面での脅威なのです。

アメリカ・フランス・ロシア、特にアメリカにとって、日本の原発
技術イコール核関連技術の発展ほど恐ろしいことはないのです。

核兵器の開発と紙一重だからです。

何でもすぐに水に流してしまうのが習い性の日本人には、非常に分
かりにくいことですが、欧米人は「報復」を何よりも恐れます。

過去何千年にも亘って、国家の存亡を懸けた苛烈極まりない戦争ば
かりに明け暮れてきたからなのでしょう。

とにかく、アメリカ人にとって何より一番恐ろしい悪夢は、日本が
高性能核ミサイルを開発して「広島・長崎の報復」をしてくること
なのです。

日本の昨今の原発関連技術と、昨年小惑星イトカワから無事帰還し

てきたハヤブサの宇宙関連技術とを融合させれば、米ロ並みの高性
能核ミサイルの開発など何の造作もないことでしょう。

日本の原発技術の発展をこのまま放置してはおけない、何としてで
も阻止しておかねば─アメリカは、きっとこう懸念し続けてきて
いるはずなのです。

３、考えられる謀略シナリオ

アメリカは、多分こう画策するはずです。

何かきっかけをねつ造して、日本の国内世論を「反原発・脱原発」
に誘導し、結果的に日本の核関連技術そのものを根絶してしまおう
とです。

そして今般、東日本大震災が発生し、巨大津波が福島原発を直撃し
たのです。

以下は、あくまでも謀略事件だと仮定した上での私播磨屋助次郎の
推理です。

アメリカ（大統領や議会が動かす表向きのアメリカではなく、その
裏に潜む黒幕筋が牛耳る本当のアメリカ）は、千載一遇の絶好のチ
ャンス到来と考えたことでしょう。

そして、周到に事前準備しておいた謀略シナリオを実行に移したの
です。

予め懐柔しておいた日本の黒幕筋と連携して、総理大臣一人を恫喝
または上手に騙して協力させ、福島原発の重大事故を巧妙にでっち
上げていったのです。

次章に、私播磨屋助次郎がこう推理する糸口になった、誠に不可思
議な数々の関連事象を列挙し、その後ろに潜む「事件性」をあぶり
出しにしてみます。

４、こんなにもある不可思議な事象

●菅総理大臣が、地震の翌朝一番にヘリで福島原発へ急行し、何事   
　かを直接指示した不可思議 

　黒幕筋からの極秘指令を受けて、現場サイドが当然やるべき本質
　的緊急措置を、妨害または阻止しに行ったのではないのか？

●同じく菅総理大臣が、経産省や東電は信じられないなどと、総理
　大臣として絶対の禁句を堂々と公言した不可思議

　国民やマスコミを煙に巻くための演出だったのではないのか？

●同じく菅総理大臣が、何の法的根拠もなしに突然、浜岡原発を無
　期限停止させた不可思議

　黒幕筋からの指示があったのではないのか？

●同じく菅総理大臣が、これも全く唐突に言い出した「ストレステ
　スト」を盾に、玄海原発の再稼働を直前中止させた不可思議

　黒幕筋からの入れ知恵ではなかったのか？

●さらに同じく菅総理大臣が、これまた全く唐突に「再生可能エネ
　ルギー買い取り法案」を持ち出し、そんな全く緊急性のない法案
　の成立を、退陣の絶対条件の一つに掲げた不可思議

　これも黒幕筋からの入れ知恵で、脱原発を強力に推進するための
　土壌作りではなかったのか？

●本来的に知的エリート集団であるはずの経産省や東電の危機管理
　能力が、まるでド庶民レベル以下であった不可思議

　黒幕筋から、何らかの圧力がかけられていて、不自然な対応しか
　できなかったのではないのか？

平成２３年９月８日　弊社ホームページに掲出

はたして本当に「事故」なのか？
「謀略事件」の疑いはないのか？
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